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ΞルΰϦζϜ͔Βϋーυ΢ΣΞまͰ͋ΒΏるϨϕルのデΟϖϯμϏϦςΟ

研究内容
Β͑ࢧʹ೔ͷ৘ใࣾձ͸ɺΞϓϦέʔγϣϯɺγεςϜɺίϯϐϡʔλɺ7-S*ͳͲ༷ʑͳϨϕϧͷ高౓ͳٕज़ࠓ
Ε͍ͯ· ɻ͢σΟϖϯμϒϧγεςϜֶࣨڀݚͰ͸ɺ෼ࢄγεςϜɺϚϧνίΞίϯϐϡʔλɺ7-S*ɺ೴ܕίϯϐϡʔ
λͳͲɺ͋ΒΏΔϨϕϧͰϢʔβ͕安৺ͯ͑͠࢖ΔγεςϜͷͨΊͷڀݚΛ行͍· ɻ͢

˙෼ࢄΞϧΰϦζϜ
෼ࢄΞϧΰϦζϜͱ͸ɺࣗ཯ಈ作͢Δଟ਺ͷϓϩηεΛڠௐಈ作ͤ͞ΔΞϧΰϦζϜͰ ɻ͢ΠϯλʔωοτͷΑ͏
ͳ大ن໛ࣗ཯෼ࢄγεςϜ͔Βφϊεέʔϧͷૉ子Λ༻͍ͨφϊεέʔϧ෼ࢄγεςϜ·Ͱɺ͞·͟·ͳλΠϓͷ
෼ࢄγεςϜΛޮ཰Α͘σΟϖϯμϒϧʹӡ༻͢Δ෼ࢄΞϧΰϦζϜΛ։ൃ͍ͯ͠· ɻ͢γεςϜΛՔಇͤ͞ͳ͕
Βࣗݾम෮͢Δࣗݾ安ఆΞϧΰϦζϜɺγεςϜ಺Λࣗ཯తʹ͚ۦճΔϞόΠϧΤʔδΣϯτɺଟ਺ͷϩϘοτ͕
ݚʹతۃγεςϜ΋ੵࢄ୆ாͳͲͷ৽͍͠෼ܕࢄɺϏοτίΠϯͳͲͰ༻͍ΒΕΔ෼܈ϩϘοτࢄௐ͢Δࣗ཯෼ڠ
·͍ͯ͠ڀ ɻ͢ͱ͘ʹɺࣗ཯෼ࢄϩϘοτ܈ʹ͍ͭͯ͸ɺ150୆ͷ,iMoCoUɺ15୆ͷ,IFQFSB *7Λ༻͍ͯɺΞϧ
ΰϦζϜͷ実ূ実ݧ΋行ͬͯ ͍· ɻ͢
˙χϡʔϩϞϧϑΟοΫճ࿏ͷ高৴པԽ
͜Ε·Ͱͷूੵճ࿏ͷਐల͸C.0SτϥϯδελͷඍࡉԽʹࢧ Β͑Ε͖ͯ·͠ ͕ͨɺ෺ཧతͳݶքʹ達ͭͭ͋͠Γ͜
ΕҎ্ͷੑೳࠔ্͕޲೉ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ͜ͷػةతͳঢ়گΛଧ։͢΂͘৽ͨͳίϯϐϡʔλج൫ͷ։ൃ͕͘ڧ求
ΊΒΕ͍ͯ·͢ɻಛʹɺਓؒͷ೴Λ໛ͨ͠χϡʔϩϞϧϑΟοΫճ࿏͸ɺ͜Ε·Ͱͷࢉܭͷ࣭Λࠜ本͔Βม͑Δճ
࿏ΞʔΩςΫνϟͱ͠ ϝϞϦૉ子͸ൃش੒͢Δෆߏ଴ΛूΊ͍ͯ·͢ɻͱ͜Ζ͕ɺχϡʔϩϞϧϑΟοΫճ࿏Λظͯ
γϦίϯࡐྉʹൺ΂ͯ௕࢖ظ༻ΛՄೳͱ͢Δݎ࿚ੑͱ৴པੑʹ՝୊͕͋Γɺ実༻Խʹ͚ͯ޲ଟ ͷ͘՝୊͕͍ͯͬ࢒
·͢ɻͦ͜Ͱɺ本ࣨڀݚͰ͸ɺχϡʔϩϞϧϑΟοΫճ࿏ͷ高৴པԽઃܭʹؔ͢ΔڀݚΛ行͓ͬͯΓɺࠃ಺֎ͷݚ
ͷσόΠε։ൃ͔ΒֶशΞϧΰϦζϜ։ൃ·Ͱ͋ΒΏΔΞϓϩʔνͰऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻࡍɺ実͠ྗڠͱؔػڀ
˙ϋʔυ΢ΣΞͷηΩϡϦςΟ
7-S*αϓϥΠνΣʔϯͷΞ΢τιʔγϯά利༻ͳͲͰɺϋʔυ΢ΣΞͰ͋Δ7-S*ճ࿏ʹ΋ෆ正͕ࠞೖ͞ΕΔݥة
͕͋Γ· ɻ͢ϋʔυ΢ΣΞηΩϡϦςΟΛڧԽ͢ΔͨΊɺِ଄'1("ݕ出ɺϋʔυ΢ΣΞτϩΠݕ出ɺ16'	෺ཧෳ
੡ࠔ೉ؔ਺
ͷڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢
˙ύϫʔ൒ಋମϞσϧ
SiCʹ୅ද͞ΕΔϫΠυόϯυΪϟοϓ൒ಋମ͸ɺ௿ڥ؀ෛՙࣾձΛ実͢ݱΔΩʔσόΠεͱͯ͠஫໨͞Ε͍ͯ·

ɻ͢͜ΕΒͷσόΠεΛԠ༻ͨ͠ճ࿏Λɺ୹ؒظͰ࠷దʹઃ͢ܭΔʹ͸ɺճ࿏γϛϡϨʔγϣϯʹΑΔճ࿏ಈ作
ͷ͕ূݕෆՄܽͰ͋ΓɺͱΓΘ͚ૉ子ͷৼΔ෣͍Λ正֬ʹ͢ݱ࠶ΔσόΠεϞσϧ͕ॏཁͰ ɻ͢本ڀݚͰ͸ɺσ
όΠε෺ཧʹଇͬͨ高ਫ਼౓ճ࿏γϛϡϨʔγϣϯϞσϧͷ։ൃʹऔΓ૊ΜͰ͍· ɻ͢

研究設備
 、オシロスίープ、ロジックΞφライβ。Altera、ݯ機サーό。DC電ࢉܭ
9ilinx社製'1(A多数。自཯分ࢄロϘット܈（,ilobot ���୆、,hepera 
IV ��୆）。

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
˙研究業੷：http://dslab.naist.jp/ja/pVbliDation.html
˙企業との共同研究：日立製࡞所、ϧωサスΤϨクトロχクス、産業૯合研

究所、ローム
˙連携研究機関：Sorbonne 6niWersitZ ('ranDe)
 6C San DieHo 

(6SA)
 6NLV (6SA)
 )anbat National 6niWersitZ (,orea)
 6T. 
(.alaZsia)
 ౦ژ大、ژ౎大、大阪大、広ౡ大、۝भ大、۝भ工業大、໊
ۙ、大分大、ژ԰工業大、ट౎大学౦ݹ 大、法੓大ـ

˙֎෦ࢿ金：+ST SICO31、科研費（基盤C、एखB）、+ST O1E3A

研究を始めるのに必要な知識・能力
　研究に対するح޷心と೤意が必要です。
　ιフトウェΞでもϋーυウェΞでもよいのでプロάラミンάޠݴを̍ つ習得している、または、数学が得意であると、研究をスムーζ
に始められます。

研究室の指導方針
　֤学生のر望、όックάラウンυに応じて研究テーマを設ఆし、必要な知識や技術の習得から始め、国ࡍ会議・国ࡍジϟーφϧで発
දできる研究成Ռを目ࢦします。論理的に物事を͑ߟて科学的にূݕできる能力、研究成Ռをଞ者に఻͑る能力を身につけられるよう
にࢦಋします。ྫ͑͹、Ξϧゴリζムに関する研究では、システムを数学Ϟデϧでදし、論理的にख法やݶքを͑ߟて、理論的解ੳま
たはシミϡϨーションにより評価します。また、ϋーυウェΞに関する研究では、問題の本࣭を͑ߟた解法を提案し、ճ࿏シミϡϨーショ
ンおよͼ実ଌから評価します。

この研究で身につく能力
　いずれの研究テーマをબ୒しても、論理的に͑ߟ解ੳする技術、プϨθンテーション能力、ӳ会࿩、ӳޠの技術จॻをಡむ能力・
ॻく能力が身につきます。また、研究テーマに応じたઐ門知識として、Ξϧゴリζムを設ܭ・解ੳする能力、プロάラムの実૷技術、分
解ੳ技術が身・ܭॲ理・ճ࿏をシミϡϨーションで評価する技術、最先୺の機械学習Ξϧゴリζムを実૷する技術、ϋーυウェΞ設ࢄ
につきます。

修了生の活躍の場
　ϒϨインύッυ、オムロン、クックύッυ、サイϘウζ、ॅ༑電工情報システム、ιχー LSIデβイン、μイΩン、大日本スクリーン製造、
デンιー、野ଜ૯合研究所、VICʵVisible InGormation Center、෋࢜通ίンϐϡータテクϊロジーζ、ଜా製࡞所、リίー、ローム、
三ඛ電機、ΩオクシΞ、Ϟϊタロウなど
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ਤ�ɽϋʔυ΢ΣΞηΩϡϦςΟ
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